
 
 
 
 短い秋休み（学期間休業）を挟んで，10 月 13 日から 2 学期がスタートしました。過ごしやすい季節

となり，学習やスポーツ，読書などに取り組みやすくなります。まずは自分の興味のあることから始め，

苦手なことにもチャレンジしてみる，そんな秋にしてほしいと思います。 
 
 
 4，5，6 年生が，市体育館においてバスケットボール青年女子準々決勝を観戦してきました。応援棒

を叩きながら，白熱した試合展開に見入っていました。この中に未来の国体選手が現れるかな。 
 
 
 
 
 
 
 
 ９月のオープンスクールを利用して第５学年の親学講座を開講しました。紙面の都合上 11 月号に掲

載いたしました。 
 
 
 
 
 
 
文化芸術に触れる学習として演劇鑑賞会を実施しました。 劇団 風の子「とんからり」上演 

 
 
 
 
 
 
【第 2 学年遠足 10 月 18 日（火）：なかがわ水遊園】 
 
 
 
 

１１月号 上河内東小学校だより 
文責 校長 田沼広志 新しい生活様式：『３密避けて 手洗い・消毒・マスクに換気』 

やってみよう（挑戦） 続けてみよう（粘り強さ） 最後まで（たくましさ） 

【令和４年度重点合言葉】 あいさつ 音読 タブレット 

文化伝承をテーマに，歌あり，演奏あり，ダンス

あり，大道芸ありと，子供の遊び心をくすぐる作品

でした。でも，くれぐれも，危険なまねはNG で

お願いします。 

【児童の感想から】スマホは便利な道具だけど，悪い人に瞳や電球，

サングラスなどを利用して個人情報がばれることがあることを知り，

ぞっとしました。今後利用するときには気を付けたいと思います。 

危険だから使わせないは

昔の話。情報端末はなくて

はならないものです。学校

ではマナーと技能を身に付

けさせたいと思います。 

11 月は児童虐待防止推進月間です。 



最近 校庭や花壇等に犬，猫の糞 が目立つようになりました。衛生上及び児童

の学習に支障をきたす恐れがありますので，もし，近隣の方で放し飼いにされてい

る方がおりましたら，よろしくご対応くださいますようお願いいたします。 

【第 6 学年修学旅行 10 月 20 日（木）21 日（金）】 
 夏休み直前の感染拡大を受けて，今年度も東北方面とさせていただきました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 精神科医の和田秀樹は次のように述べています。マイナス感情になることは誰にでも起こるもの。し

かも，わたしたち人間は行動を起こす前から過去の経験をもとに「正解」を勝手に判断してしまいがち。

でも，マイナスな感情は成長の原動力になる。そうするためのポイントは二つ。 
①過去は変えられないと理解し，過去に対する見方を変える。（失敗のおかげで今の自分がある） 
②変えられないことは諦め変えられることは行動する。（不適応思考にとらわれない） 
※不適応思考：感情的な判断を正しい判断だと思っている状態（感情的になると思考が偏る傾向がある） 
〇予想通りに行かないことを楽しむ。毎日が実験だと思って行動してみることを勧めています。 

そうは言ってもなかなか難しいものです。特に思春期の子供たちは，経験不足もあり，ある日

突然自信を無くし心が折れてしまうことがあります。マイナス感情を成長の原動力にするために

は，ある程度の『粘り強さとたくましさ』が必要です。教職員一同，そのような子供たちを育成

することを目標に日々教育に取り組んでいます。今後ともよろしくお願いいたします。 

さあ出発。天気

予報では二日間と

も晴れ。ラッキー

だな。 

 一日目は，野口英世記念館，会津武

家屋敷，合図藩校日新館。二日目は，

今年初めて会津市内の班別活動を実施

しました。班で協力し地図を見ながら

全員集合場所の飯盛山にたどり着きま

した。６年生，さすがでした。 


